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新居浜市政策懇談会 ワーキンググループ（第１部会 都市基盤）第２回会議 議事録 

 

 

１ 開催日時  令和２年１月１６日（木）  １３:３０～１５:２０ 

 

２ 開催場所  新居浜市市民文化センター別館１階第６中会議室 

 

３ 出 席 者  委 員 新居浜建設業協同組合（座長）        白 石 誠 一 

〃  新居浜管工事業協同組合          石 水 浩 臣 

〃  新居浜商工会議所            白 石 尚 寛 

         〃  （公社）愛媛県宅地建物取引業協会    

           新居浜地区連合協議会     菅  公 逸 

〃  （公社）新居浜青年会議所         三 木 悠 司 

         〃  （公社）愛媛県建築士会新居浜支部     宮 崎 秀 俊 

         〃  住友金属鉱山㈱別子事業所        松 長 隆 志 

 〃  新居浜港振興協議会           杉 原 弘 紀 

〃  新居浜市ＰＴＡ連合会          白 石 哲 也 

〃  新居浜市連合自治会            坂 上 公 三 

         〃  新居浜市土地改良協議会          福 本 頼 幸 

        職 員 上下水道局次長兼下水道建設課長      秋 月  剛 

〃  上下水道局次長兼水道工務課長       丹 下 輝 彦 

          〃  都市計画課長              神 野 幸 彦 

〃  道路課長                 三 谷 公 昭 

〃  建築住宅課長               神 野  宏 

〃  港湾課長                 村 上 光 昭 

 

４．傍聴者 １名 

 

議題 発言者 議事、発言内容 

開会 事務局  

事務連絡 事務局 委員出欠報告。 

座長あいさつ 白石座長  

議事１ 施策体系検討ワークシートの内容検討 

(1)-1土地利用 白石座長 事前にお配りしていたワークシートに対する意見

を発表していただきたい。 

先ずは、土地利用についてお願いする。 

 白石尚寛委員 液状化に弱い地盤が存在するにも関わらず、対策

や周知がなされていない。 

特に、沿岸部は他市町に比べ液状化が起こりやす
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く、広範囲で起こった場合、逃げられない、助けら

れない状況になる恐れがある。 

液状化を考慮して防災計画（避難経路、場所、若

しくは避難しない等）を見直してはどうか。 

 白石座長 液状化については、耐震岸壁が整備されているに

もかかわらずアクセス道路が液状化する可能性があ

るという意見もある。耐震岸壁なのにそこまで行け

ないということでは困る。非常に重要であり取り組

みをお願いする。 

 菅公逸委員 企業用地が不足し、事業者が他市へ流出している

ため、事業者のニーズを的確に捉え、事業活動を活

発に図る基盤整備が必要であり、用途地域の見直し

が必要と考える。 

 また、1,000㎡程度の農地を所有する多くが、そ

の利活用に苦慮し、耕作放棄地が拡大している。農

業振興を図ることを前提にその利活用を検討し、耕

作放棄地の解消を図る必要がある。具体的には、開

発行為の許可面積を他市並みの3,000㎡にする、第

２種及び第３種農地を拡大する等、農地の利活用を

図り、農地転用可能な土地を増やす必要がある。農

業の安定経営を推進するため、農作物以外の収入獲

得も重要である。 

 白石座長 企業用地の確保は、前回の「日本一子育てしやす

い地域」（白石哲也委員）の観点から、人口減少対策

にも繋がる。新たな企業用地の検討をお願いする。 

 三木悠司委員 それぞれ居住している地域に愛着があるが、コン

パクトなまちづくりは避けられない。コンパクトシ

ティを目指す上でスポンジ化への取組として、立地

適正化計画に基づく居住誘導区域における空き家や

空き地をポケットパークや、近隣住民の交流施設と

してはどうか。子育て世代には、相談する相手や、

交流できる所があれば更に子育てがしやすく住みや

すいというところに繋がるのではないか。そういっ

た意味では、人と人の繋がりというところに着目し

てはどうか。 

住みやすいということでは、商店街の活性化も必

要。大型商業施設も必要だが、やはり商店街という

のは地元の人達がそこに暮らしながら営むというこ

とで、そういう人達を含めてのまちづくりを推進し
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ていくのが良いのではないか。 

 白石座長 これは中心商店街の活性化ということか。 

 三木悠司委員 そうである。 

 福本頼幸委員 高齢化や担い手不足により、市内各地に荒廃地が

増加し、雑草が生えイノシシの住処になっている。

放置していると子供たちが外で遊べない。行政や農

業団体、地域を巻き込み、農業起業者を積極的に取

り入れる施策が必要。県外からの移住の呼びかけ

や、行政による金銭的支援、農協による農業指導な

ど、市全体で農業の再生が必要。 

 白石座長 全国的に人間の生活圏に熊やイノシシ、鹿が出没

する中、本市でもどうなるのか思う。空き家がイノ

シシの住処になることもあり、対策をお願いする。 

 白石哲也委員 人口減少により市街地の空き家等が増加してお

り、子育て支援型の公営住宅、母子家庭や父子家庭

が優先的に利用できる公営住宅を整備して欲しい。 

入居条件を末っ子が中学校を卒業するまでに限定

や、第２子・第３子出産者は安い負担で長く入居で

きるなど、子育てに特化した施設を提案したい。 

 白石座長 これは、三木委員の意見にも繋がる。中心市街地

では、１学年１クラスの学校もあり、人口バランス

が極端になっている。市の政策は、高齢者も子育て

世代も住める間取りになっているが、人口の移動も

抑制できるよう場所を選定し、空き家対策も考慮す

ることにより、コンパクトシティにも繋がる。子育

て支援できる公営住宅や、子育てしやすい環境の住

宅をお願いする。 

 都市計画課長 コンパクトで魅力あるまちづくりを推進するた

め、立地適正化計画を策定し、4月に公表した。都市

機能誘導区域を中心に、利便性の高いまちづくりを

目指し、できる限りコンパクトにしていきたい。人

口定住としては、若者世代の人口を維持するため子

育て支援策が重要。防災・減災も必要であり、国土

強靭化基本計画の策定を進めているところ。これか

らのインフラ整備や災害による人的被害をゼロにす

るための施策も重要。ハード施策だけでなく、ソフ

ト施策が両輪となって、コンパクトシティを目指し

ていきたい。 

 白石哲也委員 ハザードマップで危険箇所を示しているが、対策
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を進めて危険箇所を縮小しようという姿勢が見えな

い。居住誘導区域に人口誘導するなら、そこへ誘導

して被災したでは困る。ハザードマップにリンクし

た誘導施策をお願いする。 

 白石座長 他意見はないか。※）意見なし 

次に、市街地整備についてお願いする。 

(1)-2市街地整備   

 福本頼幸委員 中心市街地周辺は、公共施設は多いが慢性的な駐

車場不足であり、大規模イベント時には駐車場不足

が深刻。ドームや文化センター周辺では、駐車場不

足による違法駐車や渋滞が見られる。公共交通機関

は便利が良いとは言えず、集客アップと公共施設の

利用環境向上のほか、防災の観点からも相当広いス

ペースを確保する必要がある。新たな駐車場の整備

や、公共施設整備時には相当の駐車場が必要。 

 白石座長 中心商店街付近では、空き家が増えてきているが

駐車場は少ない。活性化対策として、土地の整理も

含めて取り組んでいかなければならない。 

 白石尚寛委員 新居浜駅周辺は、南北が分断されているため、ア

ンダーやオーバーパス等を含めて駅周辺の整備を進

めて欲しい。市内外から、市の玄関口として非常に

寂しいとの声も多い。是非とも取り組んで欲しい。 

 菅公逸委員 新居浜駅の乗降客数の推移と他市との比較を表す

データを示して欲しい。年間約１４０～１５０万人

の乗降客数があるが、駅南側の有効活用が図られて

いない。貨物ヤード移転をも考慮し、日々の動態人

数が多い駅南側へ、工業都市として不可欠なコンベ

ンション機能等を有し、賑わい創出の核施設とし

て、アリーナ等の整備を進めてはどうか。 

 通信分野が５Ｇへと移行しつつある。工場が集積

している本市においては、通信環境の優劣が事業活

動を左右すると考えるが、担当部署が明確でないた

め事業が進まないのではないか。５Ｇ基地局の整備

を推進し、様々な分野での利活用を図り、５Ｇの先

進地を目指す取り組みが必要。 

 三木悠司委員 駅南の整備において、あかがねミュージアムを中

心とし、駅舎も含めた駅周辺が一体となる整備を展

開しなければ市内外から都市拠点として見られな

い。市民をはじめ、交流できる空間を形成しなけれ
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ばならない。 

 福本頼幸委員 駅南の整備は以前から話があるが、ここ数年話が

なく、一向に進んでいない。どこまで駅南のことを

考えているのか、どのようにしたいのか伺いたい。

これまでと同じなら協議する必要がない。 

 都市計画課長 新居浜駅は市の中心にあり、駅前地区の区画整理

が完了してから１０年近く経過した。駅周辺の整備

は、駅南北の一体的なまちづくりを目指して実施す

るものであり、その中で、先ずは第一段階として駅

北側の面的整備が完了したところ。現在も駅周辺の

整備を中断したわけではなく、今後も市の玄関口・

交通結節点として、まちづくりを進めていく考えで

ある。しかしながら、財政状況が逼迫しており、今

後の大規模事業としては、駅南側の整備を含め、文

化センター建て替え、総合運動公園構想があり、ど

のように取組んでいくか検討しているところ。公共

施設の再編や、近隣市の同種の施設も踏まえ、市全

体の観点から検討しいく考えであり、これらは議会

答弁もしている。 

駅周辺でお客様に楽しんでいただくためには、魅

力ある核施設が必要であり、後押しをお願いしたい。 

 福本頼幸委員 そのような考えであれば、報告があってしかるべ

き。何年も報告がない中、駅周辺の整備をしようと

いうのではなく、報告していただきたい。 

 都市計画課長 これまでもまちづくり校区懇談会等で説明してき

たが、今後も適時適切に情報発信していきたい。 

 白石座長 他意見はないか。※）意見なし 

次に、公園・緑地についてお願いする。 

(1)-3公園・緑地   

 白石尚寛委員 子供が安心して遊べる公園を念頭において整備や

修繕をして欲しい。夏場には日陰があり、水辺など

で遊べる公園や、野良犬猫対策が施された砂場、ウ

ッドチップの使用など。 

 福本頼幸委員 芝生化やトイレの洋式化をお願いしたい。また、

防犯上の観点からも防犯カメラを設置して欲しい。 

 都市計画課長 小規模公園を含め、少しずつトイレの洋式化や防

犯カメラを設置しているところ。施設の老朽化が進

んでいる中、更新や改修を計画的に進め、安全安心

して利用できるよう取り組んでいきたい。 
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 三木悠司委員 一部既存公園については抜本的に見直し、地域に

即した再整備（ポケットパーク、高齢者向け健康遊

具に特化等）を行いより利用される公園にすべき。 

また、立地適正化計画に即して居住誘導区域の拠

点となるよう、乳幼児対象遊具がある公園等を整備

し、より子育て世代が集える場所を確保。 

 白石座長 三木委員の意見は、子供から高齢者まで全てが利

用できるようにということか。 

 三木悠司委員 近隣に高齢者が多いのであれば高齢者対象とし、

子育て世代が多いのであれば小さい子供を対象とし

て、それぞれに特化した整備をすることである。 

 白石座長 他意見はないか。※）意見なし 

次に、住宅についてお願いする。 

（２）住宅   

 白石尚寛委員 市営老朽住戸の適正管理を数年来、要望している

がなかなか進んでいない。ぜひ取り組んで欲しい。 

 菅公逸委員 人口減少傾向にあるが世帯数は未だ上昇傾向にあ

る。家族構成が変化する中、入居者ニーズに沿った

公営住宅を整備するため、家族構成比率を考慮し現

有公営住宅のタイプがその比率とマッチしているか

検討・改修すると共に、新規整備には借上げ公営住

宅制度を積極的に活用してはどうか。他市では事例

もあり、民間で建てた物件を公営住宅として借り上

げる制度を検討して欲しい。 

また、民営賃貸住宅の空室率が上昇しているが、

民営賃貸住宅の空室率推移及び持ち家率推移を示し

て欲しい。公営賃貸住宅の存在自体が民営賃貸住宅

所有者の事業活動を圧迫しつつあるが、民業圧迫と

ならないよう公営住宅を整備し、単身世帯等を主体

とした借上げ公営住宅制度を推進してはどうか。 

 白石尚寛委員 空き家対策として、空き家をリノベーションして

貸し出す仕組み作りや、公共施設の未使用物件や空

間を民間へ情報提供し、有効活用する仕組みを整備

し、スペースの活用を進めて欲しい。 

 菅公逸委員 外国人技能実習生等を主体に住宅需要が高まって

いるが、これに限らず住宅確保用配慮者の住宅が不

足している。民間賃貸住宅を主体に部屋を探しても

合致する物件数が不足しており、合致すると思われ

る空き家の流通もなされていない。空き家は住宅確
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保用配慮者にとって住み替えしやすいと思われるが

流通が図られていない。外国人技能実習生等や市外

から流入する入居希望と合致する物件を増やし、空

き家バンク等と地元業者が連携しマッチングが図れ

る体制を整備して空き家対策を推進してはどうか。 

空き家バンクは、実際には不動産業者が斡旋しな

ければならないが、１社だけには提供できないた

め、団体としての対応が必要。地元不動産業者で構

成する組織と空き家バンクがマッチして空き家の減

少を図れないか。 

 宮崎秀俊委員 取組内容が抽象的で具体的にどうするのかわから

ないが、いずれにしろ関係団体との協力が必要。 

空き家対策は、若者が集まりやすく高齢者も住み

やすいまちづくりを推進するためにも、複数棟空き

家が並んでいる箇所は更地にして跡地を有効利用し

てはどうか。地震発生時に倒壊してどうにもならな

くなるより更地にして、避難場所や公園等に活用で

きないかと考える。防犯、安全の観点からも空き家

が少なくなると見晴らしが良くなる。 

また、建築士会は戸建て住宅の耐震診断の調査を

しているが、時間がかかり途中でやめたり、高齢で

亡くなったり、独居老人も多く改修まで至っていな

い。診断しても改修まで至っていないものも多く、

多少でも費用が掛かるとなれば子供と同居するとか

新居浜を離れる方も多い。改修して倒壊を防ぐとか、

転居すれば空き家になるなど、より具体的な長所短

所の広報が必要。県建築士事務所協会は定期的に各

市を回って耐震診断・改修の案内をしている。 

 建築住宅課長 耐震診断については、平成２８年より耐震診断派

遣制度を開始し、住宅所有者の負担軽減を図ってい

る。改修工事についても平成２６年度に補助率なし

の上限９０万円に増額し、平成２７年より開始した

部分改修補助については、平成３１年に補助額の上

限を４０万円に引き上げた。また、耐震診断を行い

ながら耐震改修設計を並行して行える総合診断を取

り入れることにより時間の短縮を図っている。 

啓発活動については、平成２５年度より戸別訪問、

出前講座を行っており、今年度も戸別訪問３００件

程度、出前講座も３回行う予定。 
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耐震診断を実施済みだが、未改修工事が約１８０

件（全体の約６５％）あり、直接電話連絡等をして

耐震改修工事の依頼も行っている。 

今後とも、利用しやすい補助制度等を検討し、耐

震化の促進に努めていきたい。 

 白石座長 菅委員の「民業圧迫」は、公営住宅とは意味合い

が違うような気がするが。白石哲也委員の「子育て

世代から高齢者まで安心して住める」という意見か

らすると少し違うのでは。 

 菅公逸委員 民間で建てた物件を公営住宅として借り上げると

いうこと。他市町村では事例も多くあり、推進して

いるのではないか。借り上げ公営住宅制度でコンパ

クトシティを成し遂げたところもある。民間の物件

を公営住宅として借り上げる大家も安心。 

 白石座長 そうした運営は、民間はあくまでも利益追求のた

めに建てるが、公的資金が入った住宅は補助を受け

て生活を助けるという意味合いがあると思うが。 

 建築住宅課長 公営住宅は生活困窮者に対して安く安全な住宅を

提供する制度であり、国の補助を受けて建築してい

る。白石尚寛委員の老朽化した市営住宅については、

新築住宅を早々に建築できない中で、居住者には建

て替えが終了した箇所への移転をお願いしている

が、老朽化しても長年慣れ親しんで住んだ箇所に住

みたいとの意見が多い。その場合は、居住者の意思

を尊重しながら建替え計画を進めていきたい。 

空き家対策として耐震診断・改修があるが、個人

財産であり、理解を得られるよう進めていきたい。 

 白石座長 菅公逸委員から意見があった「情報を開示しても

らえない」は全国的な状況であり、宅建協会がなか

なか介入できないというところがある。 

 菅公逸委員 情報を公平に出さないといけないということで、

１業者だけには出せないとのこと。団体としては開

示してもらえるので、団体として対応しなければな

らないが、宅建協会としての課題もある。 

 白石座長 全国的には情報開示できないことで、老朽化した

空き家が増えているのではないか。 

 白石座長 他意見はないか。※）意見なし 

次に、道路についてお願いする。 

（３）道路   
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 白石尚寛委員 １１号バイパスの早期整備をお願いする。 

交通安全の観点から、信号切り替わりのタイミン

グ等による交通の流れの悪さから渋滞が発生し、追

突などの交通事故に繋がるケースもある。右折レー

ンや矢印式信号機及び車両感応式信号機への「感知

中」表示等の設置、歩車分離式信号機の効果の検証

をお願いする。歩車分離式交差点では信号待ち時間

が非常に長いため、本当に効果があるのか検証して

欲しい。 

また、慢性的な交通渋滞を何とかして欲しい。物

流道路と一般道路が混在しており、交通事故が発生

する可能性が高い状況にあることから、 

・金子中萩停車場線の整備促進（トンネルなど） 

・国道11号線の渋滞緩和策の検討（時差通勤や乗入

制限、オーバーブリッジの建設など） 

・市民の理解が十分に得られるよう説明会の開催 

・現状にマッチした都市計画道路整備 

・災害時の緊急輸送道路（ルート）の確立 

・新居浜駅周辺のアンダーパスやオーバーブリッジ 

 菅公逸委員 市内中心部を大型貨物等の商用車と乗用車が混在

して通行するため危険であり、幅員が狭隘なため追

い越しや離合の際、支障をきたしている。大型貨物

等の通行に適した道路を整備し、その分離を図るこ

とで、新たに物流専用の道路を整備して欲しい。一

般車両と分離しないと安全確保はかなり難しい。 

工場が集積している沿岸地域に貨物主体の道路を

県道・市道の入替等も視野に入れて整備し、双方の

安全確保を図ることを考えてはどうか。 

 福本頼幸委員 都市計画道路の進捗が非常に遅い。 

上部東西線は治良丸から大生院が未だ遅れてい

る。治良丸、旦ノ上等は南北の道路は農道を含めて

３本程あるが、東西の道路がない。緊急車両が来る

まで２時間くらいかかる。１年程前は、田から農道

へ出た際、トラクターが川へ転落し、救急車を呼ん

だが通れず、２時間くらい経ってやっと来た。災害

も含めて早急に整備して欲しい。 

 杉原弘紀委員 工場周辺の道路は、朝夕に出勤者等による渋滞で

近隣住民に非常に迷惑を掛けている。 

 白石座長 金子中萩停車場線など事業中の道路も含め、現在
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の計画道路が全て完了することによって通勤時間等

の短縮にも繋がる。 

１１号バイパスが完了していないことや、福本頼

幸委員の意見にあったが上部東西線も５年を目途と

言っていたのでは。 

 道路課長 令和６年までの７年間を目途に頑張っている。 

 白石座長 これらが全て開通することと、物流専用道路や子

供が安全安心して通学できる道路。市内各地にはな

かなか難しい道路が多くあるということです。 

橋梁について質問がある。国領川で敷島橋が唯一

整備されていない橋梁である。かなり老朽化してお

り、架け替えなければならないのではないか。 

 道路課長 法律で定められているとおり５年に１回点検して

おり、修繕しなければならない箇所もある。架け替

えせず修繕しながら延命することは不可能ではない

が、同時に耐震補強もしていかなければならない。

敷島通り全体の整備をどうするかも含めて検討して

いるところ。県事業で施行できないか、橋幅を広げ

るのであれば架け替えなければならないし、耐震化

をするなら耐震補強と補修、延命措置をするなら架

け替えざるを得ない可能性もある。これまで新高橋、

平形橋、城下橋を県で架け替えたが、特に平形橋は

県道に変更して、架け替えてもらった。その代替え

として新高橋を市が補修することになった。 

単純に補修のために中途半端な費用を掛けること

はできないと考えており、これらを踏まえて耐震化

と市域内幹線道路の整備を考えていきたい。 

 白石座長 できることであれば県事業で実施をお願いする。 

 道路課長 協議が調えばよいが、県の認定にも基準がある。 

 白石座長 新居浜市への県事業量は県下ワーストワン。是非

県事業で実施して欲しい。税収が生まれる地域とし

ては大事な橋の架け替えなので。 

 道路課長 どのように話をするかは戦略を考えていくべきと

考える。その際には意見を聞かせてただきたい。 

 白石座長 是非お願いする。 

他意見はないか。※）意見なし 

次に、港湾・河川についてお願いする。 

（４）港湾、河川   

 白石尚寛委員 施設の地震対策とマリンパークの活性化が必要。 
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また、河川の豪雨対策や地震対策が河川全般に施

されていない。メンテナンス工事や耐震工事等が実

施されていない。堆積土砂対策や取水塔及び放流口

を新設することが挙げられる。 

鹿森ダムの堆積土砂が増えて大変危険。搬出先の

確保ができておらず頓挫している。受入先の協力を

お願いしたい。 

豪雨対策、土砂災害の危険箇所対策に対し、地図

混乱地域等が解消できていないという意見がある

が、県・司法書士・土地家屋調査士等と連携して解

決して欲しい。 

 白石哲也委員 大雨が降った際、ここからは水路があるから危な

いと分かっていても通行する車両がある。特に学校

周辺は路肩ポール等の安全対策を急いで欲しい。 

 菅公逸委員 港湾について、中学生が職場体験で来た際、港務

局制度が日本で１つであることをいつも聞くが誰も

知らない。日本で唯一の制度であり、本市の特徴と

して教えることや、制度の成り立ちの啓蒙活動をし

ないと港務局の存在価値がなくなる。港務局に関す

る事項を記載して欲しい。 

 港湾課長 港務局制度は、元々新居浜港が住友企業の港であ

ったことがはじまり。教育関係部署とも連携しなが

ら、ホームページ等を含めアピール方法を検討して

いきたい。 

白石尚寛委員の「地震対策」については、黒島に

耐震岸壁が出来ている。また、橋梁は５橋があるが、

そのうち２橋は令和２年を目途に耐震化を完了させ

る予定。残る３橋は現時点では未定。 

マリンパークは、指定管理者制度を導入した結果、

年間１０万人以上の利用者で賑わってきた。クルー

ズ船等のイベントにも取り組んでいきたいが、東港

には大きなクルーズ船は誘致できず、１万トン級の

２００人くらいまでのクルーズ船の寄港を目指して

いる。船主の商談会にも参加して誘致し、経済効果

があるような運営に取り組んでいくよう努力してい

るところである。 

 白石座長 河川・港湾に関しては様々な意見があったが、そ

の中で防災減災やそれに基づく鹿森ダムの意見があ

る。この先１０年を見据えた政策の中で、できるこ
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とであれば早期に対応することによって昨年全国各

地で発生した河川の氾濫等、起きてしまった後の被

害からすると、起きる前に対策を行うことは絶対に

必要。長期総合計画の中に安全安心という意味で、

早期の対応をお願いする。 

 福本頼幸委員 河川について、先日土地改良区や宅建業者等の方

と中谷池の水利権者とで、中谷池を埋め立てる第１

回協議を開催した。建設業協会が主体となって計画

していると聞いたが、市が主体にならなければ進ま

ないのではないか。建設業協会と市が連携し、市が

もっと積極的に対応しなければ進まないと思う。 

地権者も市に対しては反対の意見を言いにくい

が、建設業協会には利害関係がないから平気で言う。

もっと市は本気で考えて欲しい。 

 白石座長 建設発生土処理施設ということで、ぜひ市も。賛

同していないということではなく、問題を克服しな

がら進めることで、これまで出た課題解決が見えて

くる。 

ダムの土砂撤去については、処分先がないため、

毎年溜まる分のみ搬出する状況である。５０年以上

も撤去したことがなく、毎年溜まるであろう１年分

のみ搬出しており、安心安全という話ではない。 

土砂処理施設も、行政と建設業協会が連携して行

う事業として、その方向で進めていきたいと考えて

いる。 

 白石座長 他意見はないか。※）意見なし 

次に、下水道についてお願いする。 

（５）下水道   

 白石尚寛委員 施設の更新・メンテナンス時期を明確にする必要

があるのではないか。メンテナンス・更新工事に民

間活力を導入することや、マンホールの浮き上り防

止策に取り組むことを。 

豪雨対策に向けた方針として、貯留池の新設や排

水ポンプの設置を図って欲しい。 

新規事項として、合併処理浄化槽に関して、まだ

行き届いていないところがあり、高額な設置費用を

負担し、多額の年間維持費が掛かっている。他市で

は新築時に一定の補助がある中、市としても助成し

ていただければと思う。 
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 福本頼幸委員 市全域で下水道の整備はどのような状況か。 

 下水道建設課長 人口普及率で全体の６３.２％、人口約１１千人に

対し約７万５千人に普及している状況。全体面積比

では約６０％。あくまで市街地から整備しており、

今後は、周辺部に広がっていくため、事業費に対す

る普及率の伸びは見込めない状況。 

 白石座長 他意見はないか。※）意見なし 

次に、上水道、水資源についてお願いする。 

(6)上水道､水資源   

 白石尚寛委員 施設の更新・メンテナンス時期を明確にする必要

がある。震災・豪雨等の自然災害対策の最適化・効

率化を図るということと、給水車の運行などを含む

応急給水等をして欲しい。 

 菅公逸委員 どの分野に該当するかわからないが、上下水道事

業と共にライフラインの一翼である電気事業の自由

化が始まり2020年４月から発送電分離がスタートす

る。現況を表すデータとして、自治体の出資する地

域新電力一覧を示して欲しい。 

また、課題として、災害時等有事の際の水道使用

の電源確保がなされておらず、電気使用料金も市外

へ流出している。主に四国電力へ支払っていると思

うが、４月からは自由化される。四国電力＝高松市

に支払っている電気使用料金を食い止めることが可

能となるため、地域新電力を考えて欲しい。 

電気の「地産地消」が図れるよう「地域新電力

（自治体新電力）」の可能性を考察しライフライン

のレジリエンスを向上させると共に、ライフライン

全般での収支バランスを図り、電気料金を通じて新

たな税収を得ることで、電気料金の市外流出を防ぐ

べきと考える。また、自治体出資の先進地域新電力

を研究し、将来の「シュタットベルケ」創出も視野

に入れた新たな収益源を検討しレジリエンス向上に

努めることで、既に取り組んでいる自治体もあるこ

とから、最適な取り組みを検討して欲しい。 

相当の年間電気料金を支払っていると思う。電気

料金に係る税収確保の観点からも考えて欲しい。 

 石水浩臣委員 水資源について、現在、地下水を水源として給水

しているが、災害時に水が濁る・水が出ない等の不

測の事態に備え、国領川水系の表流水を取水し、浄
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化して利用できるような施設を建設してはどうか。 

 漏水調査について、現在、２年に１回漏水調査を

実施することで、２年で一巡、半分半分で市内を網

羅する体系になっている。有収率を上げるととも

に、早期に漏水を発見するためにも、年間を通して

毎年全区域を調査できる体系にしてはどうか。 

 白石座長 災害時の不足の事態に備えての表流水の取水は、

河川の表流水ということか。 

 石水浩臣委員 そのとおり。現実的には難しいかもしれないが、

生きている水である表流水を使うことを考えたら良

いのではないかと考える。 

 水道工務課長 「更新・メンテナンス時期を明確に」については、

アセットマネジメントの中で計画を提示しており、

３年から５年くらいで見直しをすることになってお

り、これに基づき進めていきたいと考えている。 

災害時の給水システムについては、他市の対応を

参考にしながら検討している。災害時は、水道施設

も被災するが、それらも含めて検討していきたい。 

電気料金については、どのような形で供給しても

らうか等も含めて今後検討していきたい。 

表流水については、当然飲用水に使用することを

前提として考えている。災害時は飲用だけでなく、

それ以外の用途も必要であり、濁った状態での利用

の可能性については今後検討していきたい。 

 白石座長 他意見はないか。※）意見なし 

議事２ その他 

議事２ 白石座長 議事２ その他として事務局の説明をお願いす

る。 

 事務局 次回会議までの流れの説明及び次回日程等案内 

閉会 白石座長  

 


